


２３

 ３３

 ８





© 2022 Medical Excellence JAPAN

MEJ活動説明資料

23年6月22日

Medical Excellence JAPAN
理事長 笠貫 宏

健康・医療国際展開協議会資料

4



© 2022 Medical Excellence JAPAN

企業会員 44社 / MEJフォーラム会員 40施設（+特別会員 5学会）
/ JIH 47施設 / 医療渡航フォーラム 50社

会費と認証事業収入のほか、METI等からの事業を受託して運営

MEJの主な事業

※ MEJフォーラム： 医療の国際展開を志すナショナルセンターや大学病院、民間医療機関を中心に、医学会も参加する医療系会員
※ Japan International Hospitals（JIH）： 積極的に海外からの患者を受入れを行っている病院のうち、認証を受けた病院
※ 医療渡航フォーラム： コンプライアンス遵守を最重要に考えるインバウンドの患者受入れを行う医療渡航支援企業を主たる会員とするフォーラム

2011年設立以来、日本医療の国際展開事業を支援、活性化を図る
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経済産業省補助事業による支援状況 2023年5月時点

★ロシア

ケニア★

★中国
★バングラデシュ

ブラジル★

地域 国 事業化に
至ったもの 医療分野 介護分野 ヘルスケア

分野

ASEAN

ミャンマー ５ ４ １

フィリピン １ １

マレーシア １ １

カンボジア ２ ２

インドネシア ３ ３

タイ １０ ６ １ ３

ベトナム ７ ７

シンガポール １ １

ASEAN以外

ロシア ４ ４

バングラデシュ ４ ４

ケニア １ １

中国 ５ ４ １

インド １ １

ブラジル ２ ２

合計 ４７ ４０ ３ ４

支援事業総数（※1） 事業化に至ったもの(※2) (内 現地に拠点を設置した事業） 事業化率

１３６（１８１）事業 ４７事業 ２７事業 ３４．６％

※1：経済産業省補助金事業(補助事業)における支援総数：181件、181件において継続案件を１事業としてまとめた場合の総数：136件
※2：補助事業を活用して事業化に成功したものは47事業となった。そのうち、現地に販売やトレーニングのための拠点を設置した ものは27事業
にのぼった。その他の事業については、現在事業化に向けて活動中や事業化後に撤退、または事業化を断念した事業となる。

【事業化に至ったものの内訳】
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事業の成功・失敗を分けた要因

① 自社都合（組織）⇒ 長期戦の覚悟を以て取り組みこと、属人的で無く組織対応は成功の必須条件
② 採算性（経済）⇒ 事業立ち上がりには想定以上に時間が掛かる
③ 相手国パートナー（組織）⇒ ★ 途中で梯子外されるケースあり
④ 法律・規制（政治）⇒ ★ 思わぬところにトラップあり
⑤ 患者ニーズ・疾病構造（市場）⇒ ★ マクロデータと現場の不一致、公開データは参考程度

⇒ 商品、サービス内容、価格面で『現地化』を図ることができるか
※過去事業調査（経済産業省2019年度事業）より

実施事項 実施概要 事業者数
レポート
調査・確認

・過去に公開されている実証調査事業報告書から、事業フレーム「社会的要因」「政治的要因」
「市場要因」「経済要因」「組織要因」に基づき事業概要の整理を実施 146事業

現地視察 ・カンボジア、ラオス、ブラジルの医療サービス拠点の事業実施状況を確認するため現地医療機
関を訪問し、事業者にヒアリングを実施 5事業

事業者
アンケート

・最新の事業の取組状況の確認のため、アンケートを実施
・アンケート項目として事業の投資・回収の項目を設定・確認を実施
・全146件中、重複分除いた108事業が対象

108事業

個別
ヒアリング

・事業者アンケート結果から、医療サービス拠点およびトレーニングセンターを対象として現在稼働
中もしくは撤退済の事業者を中心にヒアリングを実施し個別の成功・失敗要因の確認を実施

13事業者
28事業

【過去事業調査】

社会 政治 市場経済組織
社会保障制度
文化など

法律・規制など 競合、患者ニーズ、
疾病構造環境など

採算性や
資金調達など

自社都合、自国パートナー、
相手国パートナー、相手国内
での実践の場 7
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支援体制の強化の必要性
◆事業者へのサポート

- 対象国の情報提供体制強化
- 「現地に精通」した「信頼できる」パートナー組織（者）とのマッチング体制整備

◆対象国への働き掛け
- 事業者の許認可制度への対応フォロー、事業者と協力態勢がとれる施設（事業）の模索

◆窓口機能
- 的確な関係省庁（日本・相手国）、規制当局、その他の関係機関への繋ぎ など

MExx構想の立ち上げ
 医療機器・サービス導入には、薬事からトレーニングまで

多岐にわたる支援が必要
 個社では、相手国保健省や病院トップへの働き掛けは困難

各国に医療の発展、産業の育成・成長を支援するMEJの
ような産官学医のハブ組織を作り相互連携

MEJ MExx

規制・治験などの国際連携

共同での課題への取り組み
（国際四次元研究会など）

アウトバウンド事業

インバウンド事業

具体的事業の推進
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第1回日台国際医療交流シンポジウム(9月3日)

6

オードリー・タンデジタル発展部大臣による特別講演の様子 日本側訪問団の集合写真

（参考）2022年度進捗【台湾】

MEJ-METw MOU調印(9月3日)

第2回日台国際医療交流シンポジウム(11月28日) 第10回MEJフォーラムシンポジウム(11月28日)

MET陳 董事長 ご挨拶シンポジウム会場全体の様子

2021年9月30日に正式に登記されたMedical Excellence Taiwanと多くの活動を通し更なる連携強化を達成
した。

台湾現地会場におけるMEU調印式の様子

METｗと共催で、第二回日台国際医療交流シンポジウムを開催。訪日し
た台湾訪問団をはじめ、日本側もMEJ会員および一般から総勢約100名程
の参加があり、規模の大きなイベントとなった。笠貫MEJ理事長、陳MET
董事長からのご挨拶のほか、来賓の台北駐日経済文化代表処 謝 駐日代表
から双方の協力の発展に期待する旨が述べられました。講演パートでは、
台湾からの訪日団を代表して衛生福利部、行政院、Medical Excellence 
TAIWANおよび会員医療機関の方々から、国際展開政策や今までの取組
みについての講演があった。

METとの国際医療交流イベントの一環として本MEJフォーラムシンポ
ジウムを開催。顔の見える交流として3年ぶりのオンサイト開催であり
33名の参加のもと、インバウンド施策に関する意見交換が交わされた。
前半は、台湾からのゲストによる、事業取組み事例の紹介などの講演、
後半は「Postコロナの医療インバウンドの在り方を共に考える」を
テーマに、MEJフォーラ
ム秋山幹事長が座長とな
り、日本の医療機関と台
湾ゲストによるパネル
ディスカッションがおこ
なわれた。

METと共同で「日台国際医療交流シンポジウム」を現地（台北）およびオンラインのハイ
ブリット形式で開催。日本側視察団含め、大勢のMEJの会員企業・医療機関の皆様に
参加いただいた。8月27日に新たに設立された台湾デジタル発展部の大臣に就任したオード
リー・タン大臣からの特別講演の他、「医療の国際展開の推進」、「最先端の診断/治療の
現状と課題（がん医療、再生医療、細胞治療）」、「デジタル医療の未来と展望（ビッグ
データの活用、遠隔医療、医療AI等）」について日台双方の各界有識者の方からご講演を
いただいた。

MEJとMETとの間で、「患者中心の合理的医療」の実
現を目指し、今後の相互協力促進にかかる「日台健
康・医療分野における協力推進に関する覚書」(MOU)
の調印式が執り行われた。調印式には、台湾衛生福利
部 薛大臣、台湾日本関係協会 蘇会長、日本台湾交流協
会 服部副代表に台北現地会場にて立会人としてご臨席
いただいた。
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7
(参考) 2022年度進捗【ベトナム】
MEV事務局であるハノイ医科大学、ERIA、MEJでの3者MOU締結と、2022年3月15日には記念すべき第1回
MEV-MEJフォーラムワークショップを開催。ベトナムとの連携活動の第一歩を踏み出した。

ハノイ医科大学-ERIA-MEJ3者間MOU締結(7月11日)

第1回 MEV-MEJフォーラムワークショップ(3月15日)
ハノイ医科大学病院、ERIA、MEJの主催で、記念すべき第1回
MEV - MEJフォーラムを開催。笠貫MEJ理事長から「ベトナム国民
の皆様のための合理的医療の提供」というフォーラムのゴールが共有さ
れたのち、特別講演として、ベトナム保健省トゥアン副大臣、在越日
本国大使館渡邊次席公使から本フォーラムへの期待が述べられた。
第1回フォーラム会議のテーマである「がん検診からはじまるがんの総
合対策」に関し、ハノイ医科大学病院院長ランヒュー先生、ハノイ医
科大学学長バン先生、バクマイ病院院長コ先生、副院長ザップ先
生、フエ医科薬科大学学長フイ先生、副学長タム先生、ホーチミン
医科薬科大学学長トゥアン先生をはじめ、ベトナムの主要病院・大
学、企業など沢山の方々に参加頂いた。日本側からは、ベトナム保
健省アドバイザー 正林先生に日本のがん対策をレビューいただいた
後、国立がんセンター中央病院 松田先生に日本のがん検診の現
状と課題を共有、さらに日本人間ドック学会の石坂先生に健診セン
ターの機能評価について講演をいただいた。

ベトナム ハノイにて、ハノイ医科大学病院（Hanoi Medical 
University Hospital）および 東アジア・アセアン経済研究セン
ター（Economic Research Institute for ASEAN and East
Asia （ERIA））、MEJによる3者間MOUが締結された。
日本政府による「アジア健康構想」に基づき、2019年7月1日に
日越両政府で締結されたヘルスケア分野における協力覚書
（Memorandum of Cooperation：MOC）に沿ったかたちで、
両国の互恵関係に基づいた医療協力および交流を促進して行く為、
日本の産官学医連携体制のハブ組織であるMEJのカウンターパート
となる組織「Medical Excellence VIETNAM」設立支援を進めて
いく。
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8
(参考) 2022年度(および2023年度5月)進捗【インド】
第1回MEI-MEJフォーラムワークショップの開催、インド保健家族福祉省マンダビヤ大臣とMEJ会員企業との
夕食会開催等で、MExxの価値訴求を推進中。

第1回MEI-MEJフォーラムワークショップ(3月14日)

マンダビヤ大臣とMEJ企業会員(9社)の夕食会（5月15日）保健家族福祉省マンダビヤ大臣日医大視察
(5月15日) マンダビヤ大臣およびインド政府関係者とMEJ企業会員との夕食会を帝国ホテルにて開催。

ERIA 八山COOよりMExx構想の紹介やMEI立ち上げの状況の説明。続いて、参加企業9社
からインドでの取り組みと課題認識・要望のプレゼンテーションを行った。意見交換では、
マンダビヤ大臣から、当会で受けたリクエストは担当官に共有する事、また参加企業に対
しインド政府が進める「Make in India」構想の改めての説明と、インドへの投資・工場
設立を期待する発言があった。

「日本の急性期医療システムと日本医科大学のインバ
ウンド医療の取り組み」に関するプレゼンテーション
聴講、ECMOカーおよび多目的災害支援者の為の救急
車両、救急救命センター、12階の特別(VIP)病棟等を
見学。日本における救急車での患者搬送の時間などイ
ンド側参加者から質問があった他、海外からの患者受
け入れ状況などインバウンドに関しても活発な情報交
換が行われた。

第1回MEI - MEJフォーラムワークショップをMEIの事
務局候補機関であるNITI Aayogとの共催、またEIRA
後援のもと開催。
現地会場には、Dr.V.K.PaulをはじめとするNITI
Aayog関係者の他、インド外務省日本担当の
Prof.Ashok Kumar Chawala, インド医学研修評議会
Dr.Rajiv Bahl、AIIMS Dr.Sanjeev Bhoiなど、イン
ド医療界を代表する方や政府機関の方にご列席頂き、
また在インド日本大使館からも参加頂いた。
病院前救急に関するインドの医療課題の共有や日本の
取り組みの紹介等、活発な意見交換が行われた。
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MExx 今後の計画

１．次のMExx立ち上げ候補国の選定
MEJ会員の期待、目指す成果、フィージビリティ、関係省庁の意向等多くの視点を踏まえ、
2023年度中の絞り込みを行う。

２．台湾
渡航団派遣、訪日団受け入れや交流イベント(セミナー3回,シンポジウム2回）を通し、

MEJ企業会員・医療機関とMET会員のより具体的・直接的な連携を創出する。
３．ベトナム

交流イベント(ワークショップ3回)を通し、ベトナムにおけるMEVの更なるプレゼンス向上を
進める。
※6月27日の第2回ワークショップでは、日本側企業のランチョン、展示を実施。

４．インド
MEIの価値訴求を進め、事務局候補NITI Aayog/ERIA/MEJによるSOI締結と連携活動の
本格的立ち上げを目指す。

５．中央アジア
MExxに関心を示すウズベキスタンと連携の可能性を探る。

６．アフリカ
2022年度受託の内閣官房アフリカ調査事業や、2023年度参画の経済産業省アフリカ官民ミッション
によりアフリカ諸国・地域との連携の糸口を創る。

相手国のニーズ・実情と実現すべきゴールに合わせ、最適なMExxの形を模索また
カスタマイズしていく。(会員、ファイナンス、活動テーマ 、制度etc.)
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【参考】MEJ会員アンケート結果
（回答数 45/47企業会員＋3/4 MEJフォーラム会員委員、35/36アウトバウンド委員会員
1企業から3件回答あり、総回答数：47)

<2022.10.6-12.8にMEJ企業会員、
アウトバウンド委員を対象に実施したアンケート回答結果より>

0 5 10 15 20 25 30 35 40

●東アジア
中国
台湾
韓国

●ASEAN
ベトナム

タイ
マレーシア

インドネシア
フィリピン

ラオス
ミャンマー
カンボジア

シンガポール
●南アジア

インド
バングラデシュ

●アフリカ
東アフリカ…

中部アフリカ…
北アフリカ…

南部アフリカ…
西アフリカ…

●その他
中央アジア

中東
中南米

欧米・オセアニア

対象国・地域への関心有無

興味あり
MEJ主催のイベント開催希…

※黄色ハッチは日本政府
のMOC締結国
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MExxの将来像(1)：多国間連携

MExxはお互いに二国間での協調・連携を行うほか、
各MExxが共同で議論や連携をするプラットフォームを構築する。

各国の抱える医療課題を持ち寄り、課題解決に向けた提案や協力行うことができる

MEJp

経産省
厚労省

外務省

文科省

官房

総務省

PMDA

医療界

学会

医療
機器

製薬
JICA JETRO

MEIn MEVn

METw

MExx

協調・連携

協調・連携

協調・連携

協調・連携

MExx同士が多国間で議論する場
（国際シンポジウム、国際会議など）

協調・連携

日本

インド ベトナム

台湾

14



© Medical Excellence JAPAN

MExxの将来像(2)：インバウンドとアウトバウンドの循環

MExx構想
産官学医連携プラットフォーム

海外展開支援
・日本の医療の認知度向上
・日本医療製品・サービスの
海外展開

・日本人医療者による現地指導
・制度導入支援等

国内受け入れ支援
・患者受け入れ数の増加
・遠隔医療等新しいインバウ
ンドの形の創出

・医療者トレーニング

MExx構想はアウトバウンド事業のみならず、インバウンド事業においても重要。
産官学医のハブを多国間で繋ぎ、強固な連携のもと、アウトバウンド、インバウンド双方の課題解決と
アウトバウンド、インバウンドの好循環を創出する。

・内視鏡トレセンによる早期がん
発見など、治療での来日促進

・医療者の来日促進

・人間ドック学会機能評価の中国
やベトナムへの導入

・日本施設なみの検査機器の導入
・国際治験、臨床研究の促進

四次元医療改革委員会
健康・医療DXの実現

日本医療の強み創出へ

15



インバウンド事業2022年度の活動
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項目 具体的活動実績

Japan International Hospitals（JIH）の推奨
JIH間での情報共有

・更新受審：２４病院の更新認証、４病院の申請受付
・新規受審：1病院の申請受付
・JIH間情報共有会：２回開催

AMTACの認証 ・更新認証：２企業
・新規受審の問合せが3件（うちMTF会員から2件）

MTFの運営 ・正会員：新規8会員（上期2件、下期６件）の入会
・マッチングイベント開催

海外医療機関の認証 ・JIH連携医療機関認証：１施設認証、
・人間ドック健診施設機能評価認証：１施設認証

海外への情報発信 ・日本の医療の強みの対象領域の選定とコンテンツ作り
・JIHのwebサイト（JAPAN Hospital Search）での発信
・中国・上海国際輸入博覧会への出展
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JIHの推奨、情報発信

・目標更新認証数25病院に対して、24病院の更新審査を実施し、継続認証をした。
・MEJフォーラム会員との共催の座談会を開催（7月）、13施設からの参加。MEJフォーラムサロン拡大版（2.3参照）を3月に
開催し、JIHの先駆的取組み紹介と共に、相互交流できる場を提供した。

・JIHに中国のSNS WeChatへの掲載記事募集を行い、1病院の新しい紹介記事を掲載した。また、「日本の医療の強みガイダン
ス」の掲載記事を含め関連記事を、中国語版はWeChatで１４回発信し、ベトナム語版はFacebookにて6回配信を行った。

・WeChatフォロワー数は昨年度末の約350から４５０超と３0％増となった。

©2023Medical Excellence JAPAN

SNSでの情報発信
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AMTACの認証、MTFの運営、海外医療機関認証

準認証企業（2社）
・アイセルネットワークス
・セントルシアヘルスケアジャパン

正認証企業（3社）
・JTB／JMHC
・日本エマージェンシーアシスタンス
・ブリジアン株式会社

・（AMTAC）更新１企業の更新認証した。新規認証検討企業からの問合せが３件（うちMTF会員から2件）あった。
・（MTF）新規８会員の入会があり、正会員４９会員（２０２３年５月末）となった。MTF会員リストをMEJサイトに公開し、信
頼できる企業としての認知度向上を図ったとともに、JIHはじめとする医療機関とのマッチング機会を提供し、双方の渡航受診者

の受入拡大を促進した。

・昨年度から進めている中国・北京の健診施設に対する日本人間ドック学会の人間ドック健診施設機能評価において、オンライ
ン受審をし、中国大陸初の認証施設として、認証を受けた。

©2023Medical Excellence JAPAN

株式会社JTB
メディネットインターナショナル株式会社
Medi Hub 株式会社
株式会社セントルシアヘルスケアジャパン
株式会社 精準国際医療
株式会社メディポリス
日本医通佳日株式会社
株式会社JM international
医療法人社団医進会小田クリニック
株式会社TMT Corporation
株式会社中和観光
医信株式会社
XKメディカル株式会社

株式会社アイセルネットワークス
日本国際医療コンサルティング株式会社
メディサーブ株式会社
東旭国際健康医療株式会社
Stellaria株式会社
信川医療観光株式会社
日本医療観光株式会社
株式会社グレースウィット
株式会社パートナーズプラス
Doctor Care株式会社
株式会社Orchester
朝陽健康国際株式会社

株式会社ワップ
株式会社AMECA
株式会社イース・トランサービス
株式会社アジア・コミュニケーションズ
エース健康管理株式会社
株式会社コノミティ
株式会社日本国際文化交流協会
トーキイ株式会社
株式会社対がん戦略研究所
株式会社野口医学研究所
株式会社センドワールド
株式会社AYAホールディングス
WMW Japan株式会社

日々向上国際株式会社
RIGHT株式会社
株式会社富士
グローバルカンパニー株式会社
株式会社スーパーナース
株式会社ジャパンアクセス
IMC株式会社
大可国際医療グループ
53GROUP株式会社
シーセブンマーケティング株式会社
株式会社三華
株式会社東京健康国際

【正会員（49）】*入会順

中国大陸初の認証
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MEJからの提言

世界で勝ち続けられる日本の戦略・戦術の実践

日本の医療の強みと弱みをしっかり把握して世界で戦えるフィールドを明確化する

日本の強みである診断機器と健診システム、健康経営の知見を生かし

グルーバル社会・デジタル社会における日本医療の

インバウンド・アウトバウンドを推進

協力各国と健康・医療の共通言語・認識を明確に定め信頼関係を醸成し、両国の

需要と供給の最適化を図り、Win-Winの関係を構築 各国における各事業を連携し

ダイナミックな国際展開で患者中心の合理的医療を実現する

台湾、ベトナム、インド含めMExx構想を広く実現し

日本医療の展開基盤を醸成
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参考資料
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インバウンド推進の政府の取組み

認証組織（MEJ）はガイドラインに基づき認証
• 一定の基準をクリアした医療渡航支援企業をAMTACとして認証
• 渡航受診者の受入に積極的な医療機関をJIHとして推奨、情報発信

ガイドラインの提示

医療国際展開タスクフォース（現：健康・医療国際展開協議会）
インバウンド・ＷＧ

認証医療渡航支援企業
AMTAC

Japan International Hospitals
JIH

渡航受診者
日本で医療サービスを受けることを

目的に訪日する外国人

医療渡航支援企業認証等ガイドラインを
2015年６月に公表。

渡航
受診

 内閣官房 健康・医療戦略推進本部に設置された医療国際展開タスクフォース（現：健康・医療国際展
開協議会）の下にあるインバウンド・ワーキンググループ（ＷＧ）から「医療渡航支援認証等ガイドライン」が
提示された

 ガイドラインに基づき、MEJが認証機関となり、『Japan International Hospitals（JIH）』を推奨

©2023 Medical Excellence JAPAN
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外国人患者受入医療機関リストの整理

訪
日
外
国
人

在留外国人

対象 日本での受診を目的
に訪日する海外在住
の外国人患者

医療機関数 45病院

選定機関 MEJ

対象 在留外国人
訪日外国人

医療機関数 66施設

選定機関 一般社団法人
日本医療教育財団

対象 訪日外国人
在留外国人

医療機関数 約1600箇所

選定機関 都道府県

外国人患者受入れ医療機関認証制度
（JMIP）

ジャパン インターナショナル
ホスピタルズ（JIH）

訪日外国人旅行者受入医療機関リスト
⇒外国人患者を受け入れる医療機関の

情報を取りまとめたリスト

在留、訪日外国人へ安心・安全な医療を提供す
るための環境が整備された医療機関を認証する。

日本の高度な医療を目的に、訪日する外国人
患者の受入に意欲があり、適切な受入体制を
整備した医療機関を推奨し、海外に発信する。

訪日外国人が滞在中の病気やケガ等の際に、
安心して受診できる体制が整備された医療機関
のリスト化を経て、在留外国人も含めたすべての
居住国において外国人患者が安心して受診で
きる体制整備の一環として、厚生労働省と観光
庁が連携して一元化したリストを公表する。

診断・治療や
健診・検診を
目的に訪日する

外国人

観光目的で
訪日中に病気や
ケガ等で受診する

外国人

©2023 Medical Excellence JAPAN
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